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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、HMGボックスDNA結合タンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、リボソームRNA転写において、転写開始前複合体の主要構成要素として重要な役割を果たし、RNAポリメラーゼIのrDNAプロモーター領域へのリクルートを媒介します。コードされているタンパク質は、クロマチンリモデリングとpre-rRNAプロセシングにおいても重要な役割を果たす可能性があり、その活性はリン酸化とアセチル化の両方によって制御されています。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。この遺伝子の擬似遺伝子は、3番、11番、X番染色体の短腕と11番染色体の長腕に位置しています。[RefSeq提供、2011年8月]、機能：リボソームRNA遺伝子プロモーターを認識し、種特異的因子SL1との協調的相互作用を介してRNAポリメラーゼIによる転写を活性化します。上流制御エレメントに特異的に結合する。,PTM:PIK3CAによってリン酸化され活性化される。,類似性:6つのHMGボックスDNA結合ドメインを含む。,サブユニット:ホモ二量体。IRS1およびPIK3CAに結合する。,
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	UBF（リン酸化Ser484）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	カリキュリンA 50 ng/ml 30分処理したHeLa細胞ライセートのUBF（リン酸化Ser484）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

